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「SANZUI」は、実演芸術のあらゆる魅力を伝えます。
実演芸術に触れた感動が水の流れのように
人々の身体の中に深く浸透し、潤し、育みますように。
そんな思いを込めました。
http://www.cpra.jp/sanzui/
（バックナンバーの閲覧・プレゼントの応募はこちらから）

公益社団法人 日本芸能実演家団体協議会
実演家著作隣接権センター（芸団協CPRA）
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一噌隆之
（能楽師一噌流笛方）

Issou Takayuki

美匠
熟考

　小道具の担当として「男はつらいよ」に

関わったのは、第８作から。「寅さん」の

イメージは、決まっていました。

　渥美清さんは、第１作で使用した帽子を

とても気に入っていましたが、とうとう穴

が開いてしまい、新しい帽子を準備しまし

た。ただ、違和感があったようで、生地を「ワ

ンタンの皮みたい」と言っていましたね。

生地の厚さやツバの長さに、こだわりがあっ

たようです。ようやく最初の帽子を作った

メーカーの職人が見つかり、何度か作って

もらいました。フェルトの生地がなくなっ

たときは、織ってもらったこともあります。

　被り方や角度にもこだわりがあったよう

で、鏡で確認しているところを見かけまし

た。てっぺんの前のくぼみも、ご自身で、

クセを付けていたように思います。リボン

の形も、第１作から変わっていませんから、

帽子への思い入れがあったのでしょうね。
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　能楽の笛「能管」の音は、実は多くの人

に耳馴染みがあります。よくテレビの効果

音などで使われるピーッと甲高い笛の音、

あれが能管です。ヒシギというその独特の

音は空気を切り裂くように力強く、「瀧止」

と呼ばれた銘管もあるほどです。

　能管は、内部にノドという薄い竹筒を入

れて、構造的にわざと音程を崩しています。

世界的にも珍しいようで、この構造が幽玄

な調べを生み出し、能の雰囲気を一層効果

的に演出します。だからこそ、伝承は口伝

が基本。「ヲヒャ～ ロルラ～」と呪文のよ

うな言葉（唱歌）を唱えながら、旋律を覚

えていきます。

　一本の耐用年数が300年前後。一人の笛

方が一生で使う笛は、体力などに合わせて

３本位替える程度。需要が限られているこ

ともあり、玄人仕様の笛を作れる職人は全

国で数少なく、技術の伝承が課題ですね。

露木幸次（美術・装飾）
Ｔｓｕｙｕｋｉ Ｙｕｋｉｔｓｕｇｕ
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能管

映画「男はつらいよ」

寅さんの帽子

協力：公益社団法人能楽協会

所蔵：葛飾柴又寅さん記念館 ©松竹株式会社 提供
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PROFILE　畑中力（はたなか・つとむ）
１９７７年、東京生まれ。有限会社スパークで特効を担当。国内外
アーティストのコンサート、バラエティーや歌番組などのTV、演劇
の特殊効果、企業イベントなど多彩なジャンルで活動している。
火や煙だけでなく、水、銃器など、あらゆる特殊効果を手がける。

のライブを盛り上げてきたのだ。

「自分のオペレートで会場が一斉に沸く瞬

間はやはり楽しいですね。ドームやアリー

ナといった大規模会場の仕事も好きですが、

もうちょっと規模の小さい会場で、アー

ティストやお客さんとの距離が近い仕事も

楽しいです。感動や驚きを、肌で実感でき

るのがたまらない。新人のアーティストの

中には、特効を初めて体験する人もいます

から驚きが新鮮なんですよね。でもそこに

至るまでの特効の仕事はとっても地味なん

ですよ。クライアントであるアーティスト

や演出家からイメージする演出を聞いて、

過去の経験や、小規模な実験から、理想に

近いプランを考える。現場に入れば、機材

をセッティングして、微調整しながら本番

に備える。ライブ中、アーティストの動き

を把握しながら操作する照明や音響と違っ

て、特効は『ここぞ！』という瞬間のイン

パクトを求められる仕事。裏方の中でも、

特に裏方的だと思います（笑）」

　畑中さんはそう笑って謙遜するが、特効

の専門性は欠かすことのできないものだ。

収容人数、天井高、付帯設備など、同じアー

ティストのツアーでも会場ごとに特徴は大

きく異なる。また観客が入場すると室温が

上がり、会場内の風の動きも変化する。ス

モークの設置位置や方向を決定するには繊

細な判断が必要になる。ライブが始まれば、

機材トラブルなど不測の事態も起こる。

　ヒットチャート上位を彩った、人気曲・

定番曲が次々と演奏され、観客の盛り上が

りは最高潮を迎えている。次の瞬間、巨大

な破裂音と一緒に紙吹雪と銀色のテープが

頭上を舞い、会場全体が幸福な一体感に包

まれる。こんな鮮烈なクライマックスをコ

ンサートの思い出として記憶する人は多い

だろう。

　特殊効果、通称「特効」と呼ばれる職業は、

こういったライブなどで使われる、火炎、

スモーク、紙吹雪といった特殊効果（スペ

シャル・エフェクト）を作り出す専門職だ。

1985年創業の有限会社スパークで働く畑

中力さんは、そんな特効のプロフェッショ

ナルだ。

「父親が創業した会社に勤めて、もう18

年になります。現在は、ライブやTV番組、

演劇、企業イベントなどを中心に活動して

います」

　バラエティー番組でスペシャルゲスト登

場時に使われるスモークや、降りしきる雪

を表現する紙吹雪、ガンエフェクトなど、

特効が活躍する機会は多い。

　今回の取材では、火の玉や火柱を上空に

噴出する機材や、花火を実際に動かしても

らったが、たった一基でも、その熱気、華

やかさに思わず「おお！」と歓声を上げて

しまう迫力がある。こういった機材を数十

基、時には数百基も駆使して作られる華や

かな特効演出が、伝説として名を残す数多

たった１つのミスが、ライブの印象を損な

うこともあるのだ。

「特効の仕事で大切なのは冷静であること。

アリーナやドーム規模のライブになると、

点火スイッチの操作は私がやるにしても、

各機材の責任は若いスタッフたちが負うこ

とになります。お客さんだけでなく記録用

のカメラマンの動きも配慮しながら、事故

が起こらないようにしないといけない。緊

張しすぎてもいけないけれど、特効の仕事

が生死に関わることを忘れてはいけないん

です」

　ホール規模でのライブなどの場合、畑中

さんは必ずアーティストの姿が見える舞台

袖でオペレーションを行う。本番になって

テンションが上がり、前もって決めておい

た段取りが頭からスッ飛んでしまうアーティ

ストも少なくないからだ。火柱を噴出すべ

きタイミングであっても、危険であれば絶

対にスイッチは押さない。その見極めと決

断は、特効スタッフだけに委ねられている。

「機材のことを一番熟知しているのは私た

ちですからね。ライブの興奮を途切れさせ

るのもいけないし、安全性も確保しないと

いけない。つまりいつも冷静に。そして柔

軟さを忘れず臨機応変に、ですね」

Photo / Ko Hosokawa　Text / Taisuke Shimanuki

多くの人たちによってつくられる舞台。
主役のまわりに視線を転じてみると、
至る所にプロの技が輝いている。
舞台を支える人に光を当てる。
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「決意」を持って挑戦することで新

しい可能性を見つけたい、という思

いを込めました。

　モデルとしてデビューした頃はま

だ子供で、思い出作りのつもりでし

た。意識が変わったのは14歳のと

きです。本格的に活動するように

なって、スタッフと一緒に作りあげ

る楽しさを実感し、職業としてやっ

ていこうと決意しました。

　モデルもお芝居も、普段と別の自

分になれるのが楽しいです。モデル

は役を演じるわけではありませんが、

服の特徴を理解し、短い時間や限ら

れた枚数でいかに見せるかを考えて

表現するので、やはり素とは違う。

ある意味演技だと思います。

　生の舞台は特に、たくさんの人と

関わることで今まで知らなかった自

分が目覚めていく気がします。稽古

の間だけでなく、公演期間中もお客

さんの反応で演技や台詞のタイミン

グが変わっていく。いろいろ試しな

がら積み重ねていけるのが面白いで

すね。

　服のデザインや、映画や舞台の脚

本・演出にも興味があります。何を

するにしても自分の頭でよく考え、

心を乱さず、ひとつひとつ良いもの

にしていきたいです。

PROFILE　1994年12月6日生まれ。ファッションモデルとしてデビュー。2014年には「ヨ
ウジヤマモト」のショーモデルとしてパリコレクションのランウェイデビューを果たし、以降
3度にわたって出演している。モデルとしてだけでなく、バラエティ番組や、映画「黒執事」
「僕は友達が少ない」、舞台「GO WEST」「気づかいルーシー」など、俳優としても活躍中。
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　毎年夏に開催される浅草サンバカーニバル。1981年に第

1回が開催され、今年で34回目を迎える。約50万人が訪れ

る浅草サンバカーニバルでは、コンテスト形式のパレード

も行われ、毎年真剣勝負が繰り広げられる。第1回から参加

しているのが、地元のサンバチーム「仲見世バルバロス」だ。

　サンバというと、露出度の高い衣装を身に着けた女性が

踊るというイメージが強い。しかし、サンバでは、チーム

毎のテーマを、ダンスや歌、演奏、衣装、山車の全体を通

じて表現する。テーマに合わせ、山車や衣装を自分達で制

作する。山車の制作には3ヶ月も要するという。楽曲もオ

リジナルだ。

　メンバーは20代から50代までの男女と、地元浅草に限

らず、関東一円から参加し、結成当時から携わっているメ

ンバーもいる。参加したきっかけも、浅草サンバカーニバ

ルを見て、友人に誘われてなどさまざまだ。

　「初めて参加する人には、まずリズムに乗ること。それ

が楽しいと思ってもらえるよう心がけています」。リオの

サンバカーニバルにも参加したことがあるトップダンサー

の宮崎さんは言う。サンバのダンスには、基本のステップ

はあるものの、ソロのダンサーになると、アドリブがほと

んどになるという。「打楽器隊に敬意と感謝の気持ちをもっ

て踊っています。こうやって踊れるのは、素晴らしい演奏

のおかげ。ダンスを通じて、みんなの情熱を引き出したい」。

打楽器がメインになるのも、サンバの特徴のひとつ。打楽

器が刻むリズムに合わせ、ダンサーのテンションがあがる。

ダンサーの踊りに煽られ、打楽器のリズムも躍動する。こ

の一体感が、サンバの雰囲気を作り出している。

　「先日、家に帰ると、子どもから『久しぶり』と言われ

ました」と、会長の星野さんは笑って言う。それだけメン

バーが一緒に過ごす時間も長い。仕事で地方に異動になっ

ても、参加しているメンバーもいるという。「バルバロス

は家族みたいなもの」芸術監督を務める風間さんは言う。

気持ちがひとつになって作り上げる楽しさが伝わってくる。

SANZUI  ぱっしょん 気持ちがひとつとなって作り上げる楽しさ ～Ｇ．Ｒ．Ｅ．Ｓ．仲見世バルバロス～

若き実演家の未来 アートディレクターの眼

取材協力・写真提供／Ｇ．Ｒ．Ｅ．Ｓ．仲見世バルバロス

　中学の演劇部に入ったころから舞台に

憧れていたものの、役者になる勇気がな

く照明技術の仕事に。「でも一番やりた

かったことをやらないまま10年、20年っ

て経って手が届かなくなってしまったとき

に、挑戦しないまま諦めるのがすごく怖

くなって…、会社をやめました」

　特徴的な声だったことから声優の仕事

を勧められた。自分が出演した作品の

ミュージカルショーを見に行って「子ども

たちの『がんばれ』って声援に感動して、

もっともっとこの子たちが観てくれる作品

に出たいな。アニメに出たいなと思って、

声の仕事でやっていくと決めました」

　遅いスタートだけど、役をやっている

と自然と声色が変わる、現場で学びなが

ら演じる楽しさを感じている。「今まで大

変だと思ったことも役づくりに生きていて、

これからも経験を重ね、家族で観られる

作品に関わっていきたい」

いろんな出会いに
支えられています。

PROFILE　専門学校を経て照明技術者に。
2011年より本格的に声優として活動。主な出
演作品は、劇場版アニメ「サカサマのパテマ」
パテマ役、アニメ「甘城ブリリアントパーク」ラ
ティファ・フルーランザ役、アニメ「ログ・ホライ
ズン2」てとら役、ソーシャルゲーム「アイドル
マスター ミリオンライブ！」所恵美役など。

藤井ゆきよ（声優)
Fujii Yukiyo

Photo / Kota Sugawara

世界に門戸を開いているコンテンポラリーダンス・
フェスティバル「Yokohama Dance Collection」の
コンペティション受賞者４名による、ダンス公演の
フライヤー。４本の色面が重なり合い、その魅力を
的確に伝えている。シンプルだけど、ちょっと影を付
けた所など、センスの良さを感じる。

こんな衝撃的な落語家のフライヤーなんて、見たこ
とない。今注目を集めているカメラマンのHALさん
を起用し、うん平さんを真空パックに閉じ込めた。
息ができるのだろうか？と心配したが、「新鮮な噺
家」というメッセージが十分に伝わってくる。他にマ
ジックやJAZZもあり、楽しめそうな独演会である。

Yokohama Dance Collection

『SEPTEMBER SESSIONS』
2015年9月19日（土）・20日（日）・21日（月・祝）
横浜赤レンガ倉庫１号館３Fホール
デザイン：佐藤 寛之

『林家うん平独演会』
2015年9月26日（土）／池袋演芸場
デザイン：藤原 龍太郎
写真：PHOTOGRAPHER HAL／揮毫：平松 聖悟

最近色々な公演のフライヤーが面白くなってきている。
ここでは9月から12月に上演される、劇団・ダンス・演奏会などのフライヤーの中から、
ちょっと気になるものを、本誌アートディレクターが選んでみた。

新村則人＝アートディレクター。1960年生まれ。主な仕事に資生堂、無印良品、エスエス製薬、東京オリンピック招致など。JAGDA・東京ADC会員。
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エッセイ

東海林のり子「私はライブ大好きです」
Illustration / Asuka Kitahara

　40代半ばから、60代にかけて、ワイド

ショーのリポーターとして、全国を駆け

回っていました。「金属バット両親殺害事

件」、「豊田商事会長刺殺事件」、「埼玉連続

幼女誘拐事件」、「日航ジャンボ機墜落事故」

など、発生した事件現場からは必ずといっ

ていいほど、生の現場リポートがあります。

事件の概要、現場の詳細な報告、近隣のイ

ンタビュー、それを短く短時間にまとめて

オンエアーしなければならず、極度の緊張

感の中での作業。しかし不思議なことに録

画取材の時よりもリポートとカメラマンの

息がぴったり合い生放送の醍醐味を感じる

事が出来るのです。

　今現在を伝える高揚感なのかも知れませ

ん。それと同じ様な感覚を、舞台やステー

ジの観客側にまわった時にも味わう事が出

来ると知りました。仕事などで疲れた時、

劇場に足を運ぶ、ライブ会場で若者と一緒

に手を振りあげる、やがてパワーが満ちて

くるのを感じるのです。演じる俳優さん達

のエネルギーや、楽しませてあげようとす

るミュージシャンの熱さが伝わってくるの

です。今を共有出来ているという喜びなの

かも知れません。「舞台は一生もの」とい

う言葉通りなのでしょう。

　20年程前、「午後の遺言状」という撮影

現場で、あの大女優、杉村春子さんにお話

をうかがった事があります。「『女の一生』

も間もなく 1000回をむかえるけれど、毎

回芝居が同じなんて事は絶対あり得ない

の。1回づつ違う。お客様も毎回違えば、

反応も違う。その日の役者さんの状態もさ

まざま。だからあきる事なく続けることが

出来るのよ。今日はどんな風に演じようか

と考えるとワクワクするのよ!!」と。舞台

は生き物なんだ、そしてそれが舞台の魅力

なんだと納得しました。また素敵な芝居を

見つけて行ってみましょう。そして、明日

はロックフェス。元気をもらってきます。

１９３４年さいたま市生まれ。立教大学卒業後、ニッポン放送に

入社。１３年間のアナウンサー生活ののち、フリーとなり、「３時

のあなた」、「おはよう！ナイスデイ」のリポーター。ロックバンド

「Ｘ」のリポートで若者の支持を得る。現在はテレビ、携帯サイ

ト、講演活動を行っている。

［プレゼント応募方法］SANZUIウェブサイト（http://www.cpra.jp/sanzui）
からご応募いただくか、はがきに①ご希望のプレゼント②氏名③年齢
④性別⑤住所⑥電話番号またはメールアドレス⑦SANZUI入手場所
⑧誌面の感想を書いて「〒163-1466 新宿区西新宿
3-20-2 東京オペラシティタワー11階 芸団協広報課」ま
でお送りください。［締切］ 　9/15(火)　 10/6（火）（必着）

PRESENT

＊当選の発表は、プレゼントの発送をもって代えさせていただきます。

NEWS

SANZUIがスタートして3年目、編集に携わる中でいろんな

出来事があります。本紙の取材後に、加藤武さんの訃報を受

けました。お話をうかがって、秋の公演が楽しみだっただけ

に、とても残念なお知らせでしたが、関係者のご理解もあっ

て故人の舞台への思いを収めることができ、感謝しています。

取材は、インタビューと写真撮影の二本柱。今回は主に芸能

花伝舎で行いました。建物の改修で壁だったところがガラス

張りになり、自然光での撮影も可能になったので、背景を立

てるポールとロール紙を用意して。プロの手にかかれば、

ちょっとした空間も「どこで撮影したの？」と驚くばかりで

す。SANZUIをアートとして楽しんでいる読者の方も多いか

と思いますが、実演芸術の魅力を伝える素敵な紙面がつくれ

るよう、これからも精一杯サポートしていきます。（大）

編集後記

発行：公益社団法人 日本芸能実演家団体協議会
　　  実演家著作隣接権センター（芸団協CPRA）
発行日：2015年9月1日
発行人・編集人：松武秀樹（芸団協常務理事・芸団協CPRA法制広報委員会副委員長）
編集顧問：大笹吉雄（演劇評論家）
編集：芸団協CPRA法制広報委員会SANZUI編集プロジェクトチーム
　　  上野博（音制連）、丸山ひでみ（PRE）、鈴木明文（音事協）、
　　  井上滋、君塚陽介、大井優子、小泉美樹（芸団協CPRA）
アートディレクター：新村則人
デザイナー：庭野広祐（新村デザイン事務所）
コピーライター：二藤正和
協力：芸能花伝舎、ブルーノート東京

芸団協・実演家著作隣接権センター（CPRA）とは

CPRAは実演家の権利処理業務を適正に行うための専門機関と

して、公益社団法人日本芸能実演家団体協議会（芸団協）と関係

団体の協力により1993年に発足しました。レコードやCDを放送

で使ったり、レンタルしたりするとき等の権利処理と使用料等の

徴収を行い、委任権利者に分配しています。それに留まらず、広

く実演芸術の円滑な流通と権利の擁護を目的として幅広い活動

を展開しています。 http://www.cpra.jp

クプラ

クプラ

上野鈴本演芸場 9月下席 昼の部
寄席鑑賞券 ペア2組
三遊亭金馬師匠が登場する9月21日～30日の寄席鑑
賞券。いろんな噺家さんの落語のほか、漫才や紙切り
（色物）も楽しめるのは寄席ならでは。

A

WEBサイト: http://www.cpra.jp/sanzui
Facebook: https://www.facebook.com/sanzui.news
Twitter: @SANZUI_info

加藤武追悼公演『すててこてこてこ』
鑑賞券 ２名様
老舗劇団文学座が可児市文化創造センターとタッグ
を組み、多彩な出演者を迎えて臨む巡回公演。吉祥
寺シアターでの10月13日（火）、15日（木）19:00の公
演を各１名様に。

B

A B

チラシアプリ『チラシステージ』
全国の舞台公演のチラシを集めた無料アプリが登場！ 
ジャンル、地域、公演日での絞込みやキャストなどキーワー
ドで検索できます。公演スケジュールや会場アクセスもワ
ンタップで見やすく、ブックマーク機能も。（株式会社イー
プラス）http://eplus.jp/cst

PICK  UP

「美匠熟考」取材こぼれ話
今回ご紹介した寅さんの帽子は「葛飾柴又寅さん記念館」
で見ることができます。「くるまや」のセットが移設された館
内は、今にも寅さんが現れそう。帽子のほかにも、裏に刺
繍の入った上着や、鼻緒が蛇皮でできた雪駄など、実際に
使われた衣裳や小道具がたくさん展示されています。帝釈天もすぐ近くなので、「男はつ
らいよ」の世界を堪能してみては？（葛飾柴又寅さん記念館／開館時間 9:00-17:00、休館
日 毎月第3火曜日及び12月第3火・水・木曜、京成柴又駅より徒歩8分）

【お詫びと訂正】
前号「SANZUI vol.07_2015 spring」の本文中に誤りがありました。正しくは
以下の通りです。

19ページ　「ひとことください」クレジット （正）Text / Taisuke Shimanuki

読者および関係者のみなさまにご迷惑をお掛けしましたことをお詫びすると
ともに、ここに訂正いたします。 ※ウェブサイトには修正版を掲載しております。

気軽に当日券『Tickets Today』
舞台公演の当日～数日前のチケットを買える『Tickets 
Today』が、渋谷（109・2階）と銀座（銀座ファイブ・1階）に
オープン。対面販売なので、外国人観光客やインターネッ
トが苦手な方も、店頭で公演情報を確認して買うことがで
きます。（ロングランプランニング株式会社／店舗営業時
間 10:00-20:00）http://ticketstoday.jp

『SANZUI』は創刊より3年目を迎え、これまで、多様なジャンルの実演芸術を取り上げて
きました。『SANZUI』をご覧になってのエピソード、これまで知らなかったジャンルの公
演に足を運ぶようになった、もっと知りたいと思ったなどなど、ぜひお寄せください。
『SANZUI』紙面やウェブサイト等でご紹介させていただいた方には、SANZUIオリジナ
ルグッズをプレゼント。SANZUIウェブサイト（http://www.cpra.jp/sanzui）より、たく
さんのお便りをお待ちしています！

エピソード募集！
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飛
び
切
り
の
笑
顔
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
満
ち

溢
れ
た
人
だ
。
世
界
中
で
展
開
さ
れ
て
い
る

躍
動
的
な
音
楽
は
、
そ
の
優
し
げ
な
笑
顔
と

共
に
聴
く
者
を
い
つ
も
喜
び
で
満
た
し
て
く

れ
る
。近
年
で
は
、そ
う
し
た
精
力
的
な
演
奏

活
動
に
加
え
て
、
次
世
代
の
育
成
に
も
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
82
歳
に
な
っ
た
今

も
第
一
線
で
活
躍
し
続
け
る
ア
ル
ト・
サ
ッ
ク

ス
奏
者
、
渡
辺
貞
夫
。
そ
の
音
楽
に
か
け
る

思
い
と
パ
ワ
ー
は
ど
こ
か
ら
来
る
の
だ
ろ
う
。

宇
都
宮
の
小
さ
な
楽
器
屋
に

1
本
だ
け
ポ
ツ
ン
と
置
い
て
あ
っ
た

中
古
の
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト

―
ど
の
よ
う
に
し
て
ジ
ャ
ズ
に
出
会
わ
れ

た
の
で
し
ょ
う
か
？

　

僕
は
13
歳
の
時
に
終
戦
を
迎
え
ま
し
た
が
、

そ
れ
ま
で
日
本
に
流
れ
て
い
た
の
は
流
行
歌
、

唱
歌
、
軍
歌
の
よ
う
な
も
の
ば
か
り
。
華
や

か
な
音
楽
は
ま
っ
た
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

戦
争
が
終
わ
る
と
同
時
に
ア
メ
リ
カ
の
ポ

ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
、
ハ
ワ
イ
ア
ン
、
ラ
テ
ン
、

ジ
ャ
ズ
の
よ
う
な
明
る
い
音
楽
が
流
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
、
そ
れ
ら
を
夢
中
に
な
っ
て
聴

き
始
め
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
に
ビ
ン
グ
・
ク

ロ
ス
ビ
ー
が
主
演
す
る「
ブ
ル
ー
ス
の
誕
生
」

と
い
う
映
画
に
出
会
っ
た
ん
で
す
。
そ
の
中

に
10
歳
く
ら
い
の
少
年
が
カ
ッ
コ
い
い
ク
ラ

リ
ネ
ッ
ト
・
ソ
ロ
を
演
奏
す
る
印
象
的
な

シ
ー
ン
が
あ
り
ま
し
て
ね
。
そ
の
少
年
に
憧

れ
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。

―
す
ぐ
に
演
奏
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
？

　

15
歳
の
時
に
宇
都
宮
の
小
さ
な
楽
器
屋
に

1
本
だ
け
ポ
ツ
ン
と
置
い
て
あ
る
中
古
の
ク

ラ
リ
ネ
ッ
ト
に
た
ま
た
ま
出
会
い
ま
し
て
。

そ
れ
が
３
０
０
０
円
と
い
う
値
段
だ
っ
た
の

で
、
こ
れ
な
ら
買
っ
て
も
ら
え
る
か
も
し
れ

な
い
と
思
っ
て
親
父
に
し
つ
こ
く
ね
だ
り
ま

し
た
。
ボ
デ
ィ
が
ド
イ
ツ
で
、
ベ
ル
が
ア
メ

リ
カ
、
樽
と
マ
ウ
ス
ピ
ー
ス
が
日
本
製
と
い

う
継
ぎ
は
ぎ
だ
ら
け
の
ひ
ど
い
ク
ラ
リ
ネ
ッ

ト
で
し
た
ね
。
昔
、
無
声
映
画
の
バ
ッ
ク
で

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
を
吹
い
て
い
た
と
い
う
近
所

の
駄
菓
子
屋
の
親
父
さ
ん
に
1
回
10
円
ず
つ

終
戦
後
、明
る
い
音
楽
が
流
れ
夢
中
で
聴
い
た
。

２
年
間
だ
け
の
つ
も
り
が
、

東
京
で
音
楽
を
や
っ
て
い
く
と
決
め
た
。

渡
辺
貞
夫

W
atanabe Sadao

T
ext / K

azune H
ayata　

P
hoto / K

o H
osokaw

a

払
っ
て
店
先
で
3
日
間
教
え
て
も
ら
い
ま
し

た
。
そ
れ
が
始
ま
り
で
す
。
そ
の
数
か
月
後

に
は
宇
都
宮
の
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
な
ど
で
演
奏

し
始
め
て
い
ま
し
た
。

―
そ
れ
は
ま
た
ず
い
ぶ
ん
早
い
ス
タ
ー
ト
で
。

　

そ
う
で
す
ね
。
当
時
は
、
楽
器
を
持
っ
て

い
れ
ば
仕
事
が
も
ら
え
る
よ
う
な
時
代
で
し

た
か
ら
。
そ
う
こ
う
す
る
う
ち
に
鬼
怒
川
の

ホ
テ
ル
で
進
駐
軍
向
け
に
演
奏
す
る
仕
事
が

入
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
当
時
、
米
軍
が
関

係
す
る
場
所
で
演
奏
す
る
に
は
特
別
調
達
庁

と
い
う
と
こ
ろ
が
発
行
す
る
ラ
イ
セ
ン
ス
を

持
っ
て
い
な
い
と
駄
目
だ
っ
た
ん
で
す
。

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
受
け
て
、
そ
の
腕
前
に

よ
っ
て
ス
ペ
シ
ャ
ル
A
か
ら
D
ま
で
ラ
ン
ク

が
決
め
ら
れ
る
ん
で
す
が
、
僕
達
の
バ
ン
ド

は
最
初
、
下
手
過
ぎ
て
ラ
ン
ク
が
付
け
ら
れ

な
い
と
言
わ
れ
ま
し
て
ね（
笑
）。
も
う
す
で

に
仕
事
が
入
っ
て
い
る
か
ら
と
言
っ
て
頼
み

込
ん
だ
ら
、
特
別
に
D
の
下
の
E
ク
ラ
ス
と

い
う
ラ
イ
セ
ン
ス
を
も
ら
い
ま
し
た
。
高
校

を
卒
業
し
た
2
週
間
後
に
は
上
京
し
て
ア
ル

ト
・
サ
ッ
ク
ス
も
吹
い
て
い
ま
し
た
。
親
父

に
は
2
年
間
く
れ
と
。
2
年
間
だ
け
東
京
で

好
き
な
こ
と
を
や
ら
せ
て
く
れ
。
そ
う
し
た

ら
帰
っ
て
来
て
親
父
の
や
っ
て
い
る
電
気
屋

を
継
ぐ
か
ら
っ
て
。

―
そ
れ
が
2
年
で
は
済
ま
な
く
な
っ
た
わ

け
で
す
ね
。

　

2
年
の
は
ず
が
こ
ん
な
に
長
く
な
っ
ち
ゃ

い
ま
し
た（
笑
）。
19
歳
の
時
に
先
輩
の
ピ
ア

ニ
ス
ト
で
あ
る
穐
吉
敏
子
さ
ん
に
声
を
掛
け

て
い
た
だ
き
、
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
で
や
っ
て

い
く
と
い
う
決
心
を
固
め
ま
し
た
。
僕
は
正

式
な
音
楽
教
育
は
受
け
て
い
ま
せ
ん
で
し
た

か
ら
、
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
と
し
て
生
き
て
い

け
る
か
ど
う
か
自
信
を
持
つ
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
ん
で
す
。
そ
の
僕
に
、
穐
吉
さ
ん
が

新
し
い
バ
ン
ド
を
作
る
の
で
入
ら
な
い
か
と

声
を
掛
け
て
く
れ
ま
し
て
ね
。
本
当
に
飛
び

上
が
る
ほ
ど
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
当
時
、
最

も
前
衛
的
な
音
楽
で
あ
る
ビ
バ
ッ
プ
・
ス
タ

イ
ル
の
ジ
ャ
ズ
を
し
っ
か
り
演
奏
し
て
い
た

の
は
守
安
祥
太
郎
さ
ん
と
穐
吉
さ
ん
の
ふ
た

り
だ
け
で
し
た
か
ら
。
そ
の
穐
吉
さ
ん
に
認

め
て
も
ら
え
た
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
な
ら
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P
R
O
FILE　

１
９
３
３
年
宇
都
宮
生
ま
れ
。
18
歳
で
上
京
と
同

時
に
プ
ロ
活
動
開
始
。
１
９
６
２
年
に
米
国
バ
ー
ク
リ
ー
音
楽
院

に
留
学
。
１
９
６
５
年
の
帰
国
以
来
、
長
年
に
わ
た
っ
て
日
本
の

ジ
ャ
ズ
界
を
リ
ー
ド
。70
枚
を
超
す
ア
ル
バ
ム
を
発
表
。近
年
で
は
、

栃
木
県
の
中
学
生
へ
の
音
楽
教
育
活
動
や
、世
界
各
国
の
子
供
た

ち
の
音
楽
交
流
を
実
現
さ
せ
た
愛
知
万
博
・
政
府
出
展
事
業
の

総
合
監
督
な
ど
、次
世
代
の
育
成
に
も
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

１
９
９
５
年
に
紫
綬
褒
章
、
２
０
０
５
年
に
旭
日
小
綬
章
を
受
章
。

音
楽
で
や
っ
て
い
け
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
。

世
界
の
子
供
た
ち
が
音
楽
で

交
流
で
き
る
場
を
作
り
た
い

―
そ
の
後
、
ア
メ
リ
カ
の
バ
ー
ク
リ
ー
音

楽
院
へ
留
学
さ
れ
、
帰
国
後
は
ジ
ャ
ズ
だ
け

で
な
く
、
ブ
ラ
ジ
ル
音
楽
や
ア
フ
リ
カ
音
楽

な
ど
も
取
り
入
れ
た
ワ
ン
・
ア
ン
ド
・
オ
ン

リ
ー
の
音
楽
を
築
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

初
め
て
ボ
サ
ノ
ヴ
ァ
に
出
会
っ
た
の
は
、

バ
ー
ク
リ
ー
留
学
中
に
ゲ
イ
リ
ー
・
マ
ク

フ
ァ
ー
ラ
ン
ド
と
い
う
ヴ
ィ
ブ
ラ
フ
ォ
ン
奏

者
の
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
時
で
す
。
最
初
に

ボ
サ
ノ
ヴ
ァ
を
演
奏
し
た
時
は
、
何
だ
か
ゆ

る
い
音
楽
だ
な
と
い
う
印
象
だ
っ
た
ん
で
す

が
ね
。
で
も
そ
の
音
楽
を
聴
き
、
演
奏
す
る

う
ち
に
次
第
に
魅
か
れ
て
い
き
ま
し
た
。
こ

の
音
楽
に
は
人
の
心
を
癒
す
独
特
の
歌
の
世

界
が
あ
る
ん
で
す
よ
。
ア
フ
リ
カ
へ
初
め
て

行
っ
た
の
は
１
９
７
２
年
。
テ
レ
ビ
の
レ

ポ
ー
タ
ー
と
し
て
ケ
ニ
ヤ
に
出
掛
け
ま
し
た
。

ア
フ
リ
カ
は
ジ
ャ
ズ
の
故
郷
だ
と
聞
い
て
い

た
の
で
、
ず
っ
と
憧
れ
て
い
ま
し
た
。
だ
か

ら
テ
レ
ビ
局
か
ら
声
を
掛
け
ら
れ
た
時
は
飛

び
つ
く
よ
う
に
O
K
し
ま
し
た
。
ナ
イ
ロ
ビ

の
空
港
か
ら
外
に
出
た
瞬
間
か
ら
ア
フ
リ
カ

の
風
土
と
人
々
の
魅
力
に
心
を
奪
わ
れ
ま
し

た
。
ど
こ
に
い
て
も
、
シ
ン
プ
ル
で
生
き
た

音
が
聞
こ
え
て
く
る
土
地
。
仕
事
し
な
が
ら

で
も
歌
が
あ
る
し
、
学
校
の
行
き
帰
り
に
も

歌
が
あ
る
。
と
て
も
新
鮮
で
し
た
。
あ
る
日
、

移
動
中
に
サ
バ
ン
ナ
で
車
を
止
め
て
一
服
し

て
い
た
ん
で
す
が
、
そ
の
時
、
最
初
何
の
音

も
し
な
か
っ
た
そ
の
場
所
に
風
が
吹
い
て
き

て
、
鳥
の
声
が
遠
く
か
ら
聞
こ
え
て
き
て
。

久
し
ぶ
り
に
自
然
を
、
そ
し
て
風
を
感
じ
ま

し
た
。
そ
れ
ま
で
出
会
う
こ
と
の
な
か
っ
た

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
自
然
、
そ
し
て
オ
ー
プ
ン

な
人
々
。
音
楽
を
求
め
て
い
っ
ぱ
い
に
な
っ

て
い
た
気
持
ち
が
楽
に
な
っ
て
、
す
っ
か
り

ア
フ
リ
カ
に
は
ま
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

―
そ
う
し
て
世
界
を
回
ら
れ
た
渡
辺
さ
ん

は
、
子
供
た
ち
へ
の
指
導
も
熱
心
に
な
さ
っ

て
い
ま
す
ね
。

　

1
9
7
0
年
代
後
半
に
ブ
ラ
ジ
ル
を
1
か

月
旅
し
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。
バ
イ
ヤ
州

の
サ
ル
バ
ド
ル
で
オ
ロ
ド
ゥ
ン
と
い
う
素
晴

ら
し
い
サ
ン
バ
チ
ー
ム
に
出
会
っ
た
ん
で
す
。

シ
ン
プ
ル
だ
け
ど
も
の
す
ご
く
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
な
リ
ズ
ム
。
こ
う
い
う
音
楽
を
日
本
の
子

供
た
ち
に
体
験
さ
せ
た
い
と
長
い
間
思
っ
て

い
た
と
こ
ろ
、
N
H
K
な
ど
の
協
力
も
あ
っ

て
1
9
9
5
年
に
栃
木
県
で
開
催
さ
れ
る
国

民
文
化
祭
で
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
栃

木
県
に
毎
週
出
掛
け
て
子
供
た
ち
と
練
習
し

て
1
年
か
け
て
準
備
し
ま
し
た
。
そ
う
し
て

行
っ
た
演
奏
の
評
判
が
非
常
に
よ
く
て
、
1

回
で
終
わ
ら
せ
る
の
は
勿
体
な
い
と
い
う
こ

と
に
な
り
、
今
年
で
20
年
に
な
り
ま
す
が
、

い
ま
だ
に
続
い
て
い
ま
す
。
2
0
0
5
年
の

愛
知
万
博
で
は
、
僕
が
以
前
か
ら
抱
い
て
い

た
、
世
界
の
子
供
た
ち
が
音
楽
で
交
流
で
き

る
場
が
作
れ
た
ら
い
い
な
と
い
う
思
い
を
、

五
大
陸
の
各
国
か
ら
集
ま
っ
た
4
0
0
人
の

子
供
た
ち
の
手
で
実
現
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
お
陰
さ
ま
で
こ
れ
も
非
常
に
評
判

が
よ
く
、
あ
ち
こ
ち
の
国
か
ら
声
を
掛
け
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

僕
の
追
い
求
め
る
音
に

ま
た
一
歩
近
づ
け
た

―
長
年
、
音
楽
と
深
く
関
わ
っ
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
渡
辺
さ
ん
に
と
っ
て
の
理
想
の
音
と

は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
？

　

自
分
の
思
い
が
伝
え
ら
れ
る
音
で
す
ね
。

理
想
の
音
っ
て
人
そ
れ
ぞ
れ
だ
と
思
う
ん
で

す
が
、
僕
に
と
っ
て
は
自
分
が
プ
レ
イ
を
し

て
い
る
時
の
思
い
が
伝
わ
る
音
が
理
想
の
音

で
す
。
だ
か
ら
必
ず
し
も
綺
麗
な
音
を
求
め

て
い
る
と
い
う
わ
け
で
も
な
い
ん
で
す
。
僕

の
テ
イ
ス
ト
の
音
を
求
め
て
い
る
わ
け
で
す
。

僕
は
十
数
年
前
か
ら
現
在
の
セ
ル
マ
ー
・
ス

タ
ー
リ
ン
グ
シ
ル
ヴ
ァ
ー
と
い
う
楽
器
を
使
っ

て
い
て
、
こ
の
楽
器
を
演
奏
し
な
が
ら
そ
の

音
を
掴
も
う
と
し
て
い
ま
す
。
先
週
ブ
ラ
ジ

ル
で
ニ
ュ
ー
ア
ル
バ
ム
の
録
音
を
し
て
き
た

ん
で
す
が
、
僕
の
追
い
求
め
る
音
に
ま
た
一

歩
近
づ
け
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

―
そ
の
セ
ル
マ
ー
・
ス
タ
ー
リ
ン
グ
シ
ル

ヴ
ァ
ー
で
す
が
、
吹
き
こ
な
す
の
が
大
変
な

楽
器
と
伺
っ
て
い
ま
す
が
。

　

し
ん
ど
い
楽
器
で
す
よ
。
僕
は
1
9
6
0

年
代
後
半
か
ら
、
手
ご
た
え
の
あ
る
楽
器
ば

か
り
を
使
っ
て
き
て
い
ま
す
け
れ
ど
、
そ
の

中
で
も
一
番
し
ん
ど
い
楽
器
で
す
。
手
ご
た

え
が
ち
ょ
っ
と
あ
り
過
ぎ
る
ほ
ど
な
ん
で
す

が
、
手
ご
た
え
が
な
い
楽
器
は
つ
ま
ら
な
い

で
す
か
ら
ね
。
で
も
そ
の
分
、
柔
ら
か
で
ふ

く
よ
か
な
音
を
遠
く
ま
で
運
ぶ
こ
と
の
で
き

る
楽
器
で
す
。
僕
に
と
っ
て
は
音
が
命
で
す

か
ら
、
毎
回
し
ん
ど
い
な
と
思
い
な
が
ら
付

き
合
っ
て
い
ま
す
。
し
ょ
う
が
な
い
で
す
ね
。

惚
れ
た
弱
み
で
す（
笑
）。
以
前
の
楽
器
に
戻

そ
う
か
、
そ
う
し
た
ら
ず
い
ぶ
ん
楽
に
な
る

だ
ろ
う
な
っ
て
思
う
こ
と
も
あ
る
ん
で
す
が
、

そ
れ
で
も
い
ざ
仕
事
に
な
る
と
こ
の
楽
器
を

選
ん
じ
ゃ
う
。

―
渡
辺
さ
ん
は
今
で
も
精
力
的
に
ラ
イ
ヴ

や
ツ
ア
ー
を
行
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、

ご
苦
労
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

い
や
あ
、
ち
っ
と
も
大
変
じ
ゃ
な
い
で
す

よ
。
行
き
た
く
て
行
く
わ
け
で
す
か
ら（
笑
）。

プ
レ
イ
を
続
け
て
い
く
た
め
に
は
常
に
自
分

の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
キ
ー
プ
し
て
な
い
と

い
け
ま
せ
ん
。
し
ば
ら
く
楽
器
に
触
れ
て
い

な
い
と
不
安
に
な
り
ま
す
し
、
調
子
が
出
る

ま
で
に
時
間
も
か
か
り
ま
す
。
毎
月
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
が
入
っ
て
い
る
と
、
ラ
イ
ヴ
と
い

う
真
剣
勝
負
の
中
で
楽
器
に
触
れ
て
い
る
こ

と
が
で
き
ま
す
か
ら
ね
。
あ
り
が
た
い
こ
と

で
す
よ
。
で
す
か
ら
お
正
月
以
外
は
ほ
ぼ
毎

月
ツ
ア
ー
に
出
て
い
ま
す
し
、
必
ず
何
か

や
っ
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
10
月
に
ニ
ュ
ー

ア
ル
バ
ム
が
リ
リ
ー
ス
さ
れ
る
の
で
、
そ
の

準
備
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
。
そ
の
他
に
も
、

毎
年
や
っ
て
い
る
ク
ラ
ブ
・
イ
ベ
ン
ト
や
ク

リ
ス
マ
ス
・
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
の
企
画
を
進

め
て
い
ま
す
。
も
う
再
来
年
の
分
ま
で
考
え

て
い
ま
す
よ
。
僕
は
せ
っ
か
ち
な
も
の
で

（
笑
）。
楽
し
み
に
し
て
い
て
く
だ
さ
い
。

プ
レ
イ
を
し
て
い
る
時
の

思
い
が
伝
わ
る
音
が
理
想
の
音
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